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１．研究計画の概要 
生物の記憶・学習・想起能力の進化的・系統
分類学的発達度合いを実験的に調べます。標
準試験として周期的環境変動の複雑さに対
する記憶能力を様々な生物種で調べます。そ
れらを統一的に説明するシンプルかつ本質
的な数理モデルを構成します。粘菌の事例で
成功した振動子集団モデルを基本的枠組み
として用います。知的能力の進化を数理モデ
ルの分岐構造として理解できるかどうか検
討いたします。また、時間のみならず空間も
含んだ環境変動に対する、生物の適応能力に
ついても総合的に検討します。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）単細胞生物の粘菌とアカゾウリムシと
いう２つの生物種で周期的イベントに対す
る時間記憶能があることがわかりました。こ
れは、この時間記憶能が、種固有のものでな
く一般的に見られる可能性を示しています。 
（２）時間記憶能は、温度・湿度記憶のみな
らず、光の刺激に対しても見られることがわ
かりました。これは、外界信号を受容する過
程の背後に、情報処理を担う過程が存在する
ことを示唆しています。 
（３）ヒトでは同様の時間記憶能があると予
想されていますが、他の多細胞生物として、
オジギソウ、プラナリア、ヒドラで実験を行
っていますが、まだ明確な結論に至ってはい
ません。時間記憶能は、ゆらぎの大きい反応
であることが次第にわかってきまして、十分
な統計処理を必要としています。 
（４）時間記憶能をもたらす動力学的機構に
関して、基本的な枠組みで構成した振動子集
団モデルを提案しました。このモデルを再検
討して、実験結果と比較しつつあります。特

に、ゆらぎの大きい反応性や振る舞いの多様
性に焦点をあてています。 
（５）時間空間変動に対する適応能の評価と
して、鉄道網に似た多機能性ネットワークを
作る能力を発見しました。このことから、動
的最適化問題を解く能力があることがわか
ってきました。 
 
３．現在までの達成度 
３やや遅れている 
（理由）最大の理由は、時間記憶能がゆらぎ
の大きい反応性であることがわかってきた
ことです。最適実験条件の微調整や実験回数
の増大を余儀なくされ当初の計画程に多く
の生物種を試験できていません。また、共同
研究者が新たな職を得て転出したこと、研究
代表者も別の大学に異動して研究室の立ち
上げ作業に時間を要したこともあげられま
す。一方で、予想外の時間空間的適応能の発
見も、嬉しい誤算としてありました。 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
研究の後半に向けて、生物種を絞って研究し
ます。蟻、オジギソウ、車軸藻、プラナリア
の予定です。モデルに関しては、これまでの
モデルの枠組みを広く捉えて、普遍的な性質
を抽出したいと思います。複数の生物種で同
様の時間記憶能が見られることは、種に特異
的な過程によらないことを意味しておりま
すから、より一般的な過程を指向すべきでし
ょう。	
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